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（一社）土佐清水ジオパーク推進協議会 

令和 6（2024）年度 事業報告 

令和 6（2024）年度は、法人化後 2年目の運営になり、1年目の運営の見直しなども

併せ、業務にあたった。 

令和 3年の日本ジオパーク認定から 3年目となり、日本ジオパークネットワーク

（JGN）の全国大会への出席、発表や、JGN ワーキンググループへの参画、全国研修

会、中四国近畿ブロック研修会や全国巡回展への共催など、ネットワーク活動に注力

した。さらに、他地域からの視察受入れも積極的に行った。 

また、2年ぶりとなる新規ジオガイドの養成講座を実施し、14人（新規 12 人、現役

2 人）が修了した。 

審査指摘事項の中の可視化向上への対応として、看板、案内板の整備（市野瀬、大

岐、竜串観光案内所）、ホームページの多言語（繁体字）、ライブカメラの設置、映

像の配信を実施した。 

 

1.日本ジオパークネットワーク（JGN）活動への参加 

1-1 JGN活動への参加 

 第 14回日本ジオパーク全国大会下北大会が 8月 30日から 9月 1日に青森県むつ市

にて行われた。当ジオパークから 4名（事務局 3名、ガイド 1名）参加し、他地域と

の交流や、情報交換、分科会への参加、ポスター発表、プレジオツアーへも参加し

た。参加予定だった理事長、観光商工課長補佐は、折からの台風 10 号への対応が必要

となり参加を取りやめた。 

全国大会以外にも、当地域の取り組みのＰＲ及び他地域との情報交換、ネットワー

ク構築のため、ＪＧＮが開催する会議、研修会等に加え、日本ジオパーク認定を目指

しているせとうち讃岐ジオパーク構想の視察受入れ、また、10 月 9日に日本ジオパー

クに認定された三好ジオパークの認定記念パネルディスカッションへ事務局長及び専

門員が出席した。 

 

日にち 場所 内容 参加者等 

5/25 千葉県千葉市 JGN 運営会議 事務局 

5/26 ，

27 
千葉県千葉市 JpGU 公開セッション（JGN 企画） 事務局 
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6/20,24 

7/2,4 
オンライン 

日本ジオパーク委員会（JGC）主催研修会

（全 4 回） 
事務局 

7/5 東京都内 

JGN 通常総会 

ジオパークによる地域活性化推進議員連盟

総会 

理事長、事務局 

7/6 東京都内 JGN 全地域事務局長会議 事務局 

8/30 青森県むつ市 JGN 運営会議、JGN 全地域事務局長会議 事務局 

8/30 ～

9/1 
青森県むつ市 第 13 回 JGN 全国大会 下北大会 

事務局、ジオガ

イド 

9/7 高知県土佐清水市 せとうち讃岐ジオパーク構想受入れ 事務局 

10/1 

1/30 
オンライン JGC 現地調査員研修会 事務局 

10/7,8 高知県室戸市 「地球時間の旅展」研修会 事務局 

10/22,2

4 
兵庫県豊岡市 JGN 中四国近畿ブロック研修会 事務局 

11/1 ～

12/9 
うみのわ 「地球時間の旅」巡回展  

11/12～

14 
和歌山県串本町 令和 6 年度 ジオパーク初任者研修 事務局 

11/21 高知県土佐清水市 四国西予ジオパーク事務局職員受入れ 事務局 

12/22 徳島県三好市 
三好ジオパーク認定記念パネルディスカッ

ション 
事務局 

2/28, 

3/18 
オンライン JGN オンライン研修会 事務局 

3/9 和歌山県上富田町 第 12 回南紀熊野ジオパークフェスタ 事務局 

 

2. ジオツーリズム 

2-1 ジオガイド養成 

 本年度は、新規ジオガイド養成講座を実施した。9 月～3月までの半年間で、12講

座を設定し修了者は 14人（新規 12人、現役 2人）となった。仕事等で、必修の講座

を受けられなかった者に対しては、専門員による補講を行い、なるべく多くの受講生

が修了できるように力を注いだ。令和 6年度末までに新規認定ジオガイドとして認定

された者は、6人となっている。受講生中、最年少の小学 2 年生に対しては、要綱上

（年齢を 18歳以上としている。）認定ジオガイドになれないため、事務局より「ジュ

ニアガイド認定バッヂ」を贈呈した。  

※認定要件：必修講座 4回、選択講座 2回以上、フィールドワーク 1回以上 

日時 内容 参加者 

9/10(火) 

18：30～20：00 

ジオパーク超入門（必修） 事務局、受講生 

9/24（火） 

18：30～20：00 

ジオサイトの保全とモニタリング（必修） 事務局、受講生 
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10/8（火） 

18：30～20：00 

黒潮と土佐清水の生業の発展（選択） 

（アドバイザー 田村公利 先生） 

事務局、受講生 

10/29（火） 

18：30～20：00 

土佐清水の成立ちと世界的価値（必修） 

（顧問 奈良正和 先生） 

事務局、受講生 

11/16（土） 

10：00～11：30 

土佐清水ジオパーク市民公開講座（選択） 

「高知県の気象と防災気象情報」 

（高知地方気象台  北村光良 予報官） 

事務局、受講生、 

一般参加者 

11/26（火） 

13：30～15：30 

 

ガイド中の安全管理（選択） 

（土佐清水消防本部） 

事務局、受講生 

12/3（火） 

18：30～20：00 

ジオツーリズムについて（選択） 

（高知大学准教授 新名阿津子 先生） 

事務局、受講生 

12/14（土） 

13：30～15：30 

ジオガイドの基本（オンライン）（選択） 

（日本ツーリズム協会 会長 福島大輔 先生） 

事務局、受講生 

1/18（土）、

1/19（日） 

先輩のツアーを体験しよう！（選択） 

（ジオガイドの会 富田会長、吉田副会長 

 たつくしがーるず 浅尾会長、岡﨑さん） 

受講生 

2/1（土） 

10：00～15：30 

ツアー造成①（竜串海岸編）（フィールドワー

ク） 

事務局、受講生 

2/16（日） 

10：00～16：00 

ツアー造成②（植物編）（フィールドワーク） 

（牧野植物園 藤井聖子 先生） 

事務局、受講生 

3/1（土） 

10：00～11：00 

修了式（必修） 事務局、受講生 

 

10/29（火）「土佐清水の成立ちと世界的価値」（講師：奈良先生） 

 
 

3/1（土）修了式 
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2-2 ジオツアーの販売 

竜串ビジターセンターでのジオツアー販売、県外観光商談会での PR、また既存ツア

ーの磨き上げを行った。 

 土佐清水ジオパーク Web サイトにおいてツアーの紹介及び予約申込を行い、竜串ビ

ジターセンターを窓口としてツアーの販売を行った。販売実績については、前年を大

きく下回っている。要因として考えられるのが、4/17 にあった豊後水道の地震（土佐

清水市震度 3～4程度）、8月の「南海トラフ地震臨時情報」（8/8～8/15）の影響も

大きいと思われる。 

今年度は、東京、名古屋で旅行業者向けに実施された観光商談会へ出席し、ジオツ

アーの魅力について伝えた。また、ホームページの多言語化（繁体字）による、ジオ

ツアーの紹介、また、うみのわにライブカメラを設置して竜串湾の動画配信を開始し

た。ライブ映像は、世界中でリアルタイムの竜串湾を見ることができ、国内外の誘客

にも寄与することが見込める。 

 令和 5年度末に高知県が推進する「どっぷり高知旅」のコンテスト幡多エリア 1位

を受賞した「土佐の清水さばツアー」の磨き上げとして、県が主体となり、さばツア

ーにまち歩きをプラスした団体向けツアー「四国最南端土佐清水でさばツアーと漁師

町ソウルフード食べ歩き」ツアーを造成、販売を開始した。また、併せて、個人向け

のツアーも造成予定としている。 

 

【販売実績】 

販売件数：        30件（前年：48件） 

参加人数：    45 人（前年：242 人） 

販売金額：68,500 円（前年：364,000円） 

 

〇ツアー毎の販売実績 

ツアー名 大人 子ども 合計 

土佐の清水さばツアー（60分） 9 人 0 人 9 人 

土佐の清水さばツアー（120 分） 9 人 0 人 ９人 

絶景満喫白山同門 ～大地と植物・そうだったのかラ

パキビ～ 

8 人 0 人 8 人 

竜串海岸は地球が創ったタイムカプセルや！ 3 人 0 人 3 人 

竜串海岸めぐり奇岩のなぞを探ろう 10 人 1 人 11 人 

磯あそびツアー～海辺の生き物とあそぼう～ 3 人 2 人 5 人 

計 42 人 3 人 45 人 

 

 

・ツアー販売促進、造成活動 
日にち 内容 参加者 

6/21 どっぷりサバツアー造成打合せ 県、アドバイザー、ジオガイド、協議会 

8/26 どっぷりサバツアー造成打合せ 県、アドバイザー、ジオガイド、協議会 

9/11 高知県観光商談会（東京会場） 観光協会、協議会 

9/27 どっぷりサバツアー造成打合せ アドバイザー、ジオガイド、協議会 

10/17 高知県観光商談会（名古屋会場） 観光協会、協議会 

11/11 どっぷりサバツアー造成打合せ アドバイザー、ジオガイド、協議会 
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1/16 
どっぷりサバツアーモニターツアー、打

合せ 

県、アドバイザー、ジオガイド、協議

会、協力者 

1/28 どっぷりサバツアー造成打合せ 県、アドバイザー、ジオガイド、協議会 

3/13 
どっぷりサバツアー造成打合せ（3/17

発表分） 
アドバイザー、ジオガイド、協議会 

3/17 どっぷり高知旅 発表会（土佐市） ジオガイド、協議会 

3/25 
どっぷりサバツアー造成打合せ（個人向

け） 
ジオガイド、市、協議会 

3/28 
どっぷりサバツアー造成（個人向け）業

者あいさつ 
ジオガイド、市、協議会 

・1/16どっぷり高知さばツアーモニターツアー（土佐清水市 高知県漁協清水統括支

所） 

 

・3/17成果発表会（土佐市 文化複合施設つなーで） 

 

 

 

2-3 表示物などによる可視性の確保 

〇高知県の補助事業を活用し、市野瀬、大岐、竜串観光案内所の案内板、看板の多言語化を行

った。 
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・国道 321（市野瀬）             ・国道 321（大岐） 

  

 

 
・竜串観光案内所 

  

〇高知県の補助事業を活用し、ホームページの多言語化（繁体字）、ライブカメラの

設置、配信を行った。  

ホームページ多言語化（繁体字） 
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・ライブカメラからの映像（YouTube でライブ配信中）（チャンネル名：土佐清水ジ

オパーク TV） 

 

 

〇国道 321 の始点、終点への標識設置（四万十市、宿毛市） 

（主体：国土交通省 四国地方整備局 中村河川国道事務所） 

 ・四万十市側（四万十市不破周辺）【足摺分岐】 

 

 

3. 教育、研究、普及啓発 

3-1 学校教育 

 希少植物や自然災害碑等を活用したプログラムを学校に提案し、総合学習の時間を

活用して実施したほか、学校と連携し、フィールドワークや教員向けの研修等を行

い、学校行事への参加も行った。 
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日にち 学校・学年・団体等 内容 

4/17 清水中学校（1 年生） 理科授業 

4/22 清水高等学校 総合探求 

4/24 足摺岬小学校 ツバキ授業 

4/26 足摺岬小学校 春の遠足での唐人駄場案内 

5/31 三崎小学校 環境学習 

７/５ 三浦小学校（黒潮町） 見残し海岸見学（見残しガイド） 

7/25 清水小学校 学習プログラム集説明（教育部会長） 

8/7 市教研 理科部会 うみのわ、窪津、清水小学校 

9/30 清水中学校 ジオ学習授業 

10/1 清水中学校 ジオ学習授業 

10/8 市教研 理科部会 打合せ 

10/16 清水中学校（1 年生） フィールドワーク（竜串、松尾、鹿島） 

10/21 清水小学校（6 年 1 組） 地層授業 

10/22 足摺岬小学校 ツバキ学習打合せ 

10/24 清水小学校（6 年 2 組） 地層授業 

10/28 三崎小学校（6 年生） 地層授業 

11/5 足摺岬小学校 海成段丘授業（津呂） 

11/6 教育研究集会（清水小 6 年生） 理科授業（市教研 理科部会） 

11/12 足摺岬小学校 ツバキ学習 

11/18 清水小学校 地層授業 

12/6 清水小学校 竜串海岸見学 

12/18 足摺岬小学校 地層学習 

12/20 市立城川小学校（愛媛県西予市） ジオパーク学習（三崎小学校との交流） 

1/17 市教研理科部会 打合せ（1 年間の総括等） 

1/20 三崎小学校 打合せ（3/9 自然ふれあい行事 こどもガイ

ド） 

2/5 清水中学校（1 年生） 総合学習まとめ 

2/6 清水中学校（1 年生） 総合学習まとめ 

2/20 大月中学校（1 年生）（大月町） 理科授業 フィールドワーク 
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3/12 大月小学校（大月町） 校外学習 

3/31 清水高等学校 連携にかかる具体化打合せ 

 

 

3-2 情報発信 

 Webサイトをはじめ各種 SNS等のデジタルツールを用いた情報発信のほか、広報と

さしみずに連載している「ジオパーク＆あしうわだより」等により情報発信を行っ

た。 

 

・広報とさしみず（ジオパーク＆あしうわだより） 

発行月 Volume 主な内容 

4 月 － 他の記事の都合により休載。 

5 月 9 観察してみよう！タンポポってどんな花？、4 月から事務局体制が

新しくなりました。他 

6 月 10 土佐清水でウミガメ探し、どっぷり高知旅コンテスト幡多エリアで

1 位！ 

7 月 11 夏休みの宿題はうみのわで解決！ 

8 月 12 ジオガイド養成講座受講者募集、職員異動、うみのわに気象台がや

ってくる！ 

9 月 13 ジオパーク活動って何だろう？ 

10 月 14 さすらいインタープリターのつぶやき・・・生物多様性編、市民公

開講座告知 

11 月 15 ジオパーク巡回展「地球時間の旅 in 土佐清水」、ジオパーク全国

大会に出席しました。等 

12 月 16 だるま夕日を大解剖 

1 月 17 SDGｓについて考えてみませんか？ 

2 月 18 足摺岬の椿を大解剖！、「土佐清水のみりょく展」（公募展）作品

募集！等 

3 月 19 土佐清水ジオパーク 2024年度の足跡 

 

  

3-3 講演会やイベントの実施 

市民向けの取り組みとして、講師を招いての市民公開講座、地区の子ども会や、市

役所職員向け研修として、ジオ学習を実施した。 
日にち 場所 内容 

4/24～

5/20 

うみのわ 地質の日展示「科学者が見た景色～地図から読み取る大地の

物語」 

4/28～

5/6 

うみのわ ゴールデンウィークイベント（岩石トレジャーマップ作り

等、植物観察等） 

6/1 ～

6/27 

市民図書館 

うみのわ 

環境月間展示 

6/11 桜浜 桜浜植物観察会（セイタカアワダチソウ除草） 

6/27 土佐清水市役所 奈良顧問 講演（生痕化石について） 
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7/20～

8/31 

うみのわ 工作教室＆自由研究相談（期間内の土曜日、8/11～16） 

 

7/21～

28 

プラザパル 出張展示「いまこそ知りたい 土佐清水ジオパークのキホ

ン」（7/21，24，26，28 は専門員が駐在） 

8/4 土佐清水市地域交

流センター 

三崎ことこと散歩～三崎の歴史と今昔～（図書館連携イベン

ト） 

10/10 みんぽう 
高知県教職員互助会退職者互助部幡多支部 

講演：南海トラフ地震に撃ち勝つために（土井事務局長） 

10/19 足摺岬、窪津漁港 メダケで一本釣り（主催：市観光協会、環境省）（協力） 

11/1～

12/9 

うみのわ ジオパーク巡回展 地球時間の旅展 

11/15 土佐清水市立市民

体育館 

幡多市町村教育委員会連合会研修会講演 

「土佐清水ジオパークと学校教育等における活用について」

（土井事務局長） 

11/16 土佐清水市立中央

公民館 

市民公開講座「高知県の気象と防災情報」 

（講師：高知地方気象台 予報官 北村光良 氏） 

11/17 うみのわ 地球時間の旅展 トークショー 

11/20 清水小学校 布子供会 

11/30 土佐清水市越漁港 第 41 回産業祭（共催：環境省、土佐清水ジオの会、推進協議

会） 

12/10

～1/21 

愛媛県北宇和郡松

野町 

JR 四国松丸駅でのジオパーク展示 

12/22 土佐清水市 マルバテイショウソウ観察会 

1/21 うみのわ、竜串海

岸 

土佐清水市役所職員研修（土佐清水ジオパーク超入門） 

1/22 オンライン 高知地方気象台活性化講演会（講師：土井事務局長） 

1/28 うみのわ 標本貼付体験会 

2/4 竜串福祉センター 竜串解放子供会 

2/14 見残し、竜串 ぐるっと竜串ジオウォーク 

2/18 竜串福祉センター 竜串解放子供会 

 

3-4 活動支援事業 

 土佐清水ジオパークエリア内で行われる研究や、保全、普及啓発活動を対象とし、

助成を行う。令和 6年度は高知大学講師、佐竹氏による研究に助成した。 

対象者 区分 内容 

佐竹 泰和 

（高知大学講師） 
学術研究事業 

観光客によるジオタグ付きデータを用いた土佐清水

市の景観的価値の分析とジオサイトの評価 

 

4. 保全活動 

 保全活動について、牧野植物園担当者と連携し、市民向けの植物観察会や、野生植

物分布調査などを実施した。また、これまで取り組んできたマルバテイショウソウ保

全活動、足摺岬ヤブツバキ再生事業についても中心となって活動に取り組んだ。これ

までの協力関係を将来に向けて継続することを目的とし、牧野植物園を運営する（公

財）高知県牧野記念財団と令和 7年 1月 15日に相互協力協定を締結した。 
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また、美観活動を定期的に実施、特に、竜串地域の一斉清掃や草刈りなどを地域の

事業者と協同で実施した。 

 

4-1 サンゴ保全活動応援事業 

 竜串ビジターセンターに設置している自動販売機の売り上げの一部を設置会社のコ

カ・コーラ社と協定を締結し、ＳＤＧｓの目標 14「海の豊かさを守ろう」を目的に寄

付金としてＲ２年度の開館より積み立て、令和 5年度には、公益財団法人黒潮生物研

究所へ寄付を行った。 

令和 6年度は積み立てのみ行い、一定金額が集まった後、寄付を行う予定。 

 

4-2 マルバテイショウソウ保全活動 

 希少植物であるマルバテイショウソウについて、地域、牧野植物園、市と協力し、

自生地の保全活動に取り組んだ。セブンイレブン財団の補助事業を活用し、チェーン

ソー等の整備を行った。 

 

4-3 足摺ヤブツバキ再生プロジェクト 

 平成 28年より、地元、市、観光協会、有識者が協力し足摺岬先端地域のヤブツバキ

再生、地域の小学校での食育イベントなどを実施してきた。本年度もモニタリング、

圃場地の草刈りなどの管理作業、小学校での環境学習などを実施した。また、セブン

イレブン財団の補助事業を活用し、草刈り機や充電器などの整備を行った。 

 

4-4 美観保全活動 

 竜串ビジターセンター周辺の清掃、また竜串の竜串事業者会（足摺海洋館、スノー

ピーク、竜串ビジターセンター、海のギャラリー、道の駅めじかの里）で協力し、定

期的（毎月）に清掃、草刈りなどを実施した（6.参照）。セブンイレブン財団の補助

事業を活用し、草刈り機や充電器、一輪車や鎌、ノコギリ、チェーンソーなど必要な

物品を準備し、伐採した枝や草などの運搬処理などを行った。 

 

5. パートナーシップ（協定） 

 ジオパーク活動の推進は、地域団体や行政、研究機関等との連携が不可欠であり、

口約束や、慣習的などではない、相互の責任を明確に定めた正式なパートナーシップ

（協定）が必要である。「土佐清水ジオパーク連携協定（パートナーシップ）締結ガ

イドライン」（令和 6年 3月 6日制定）に基づき、下記 3団体と協定を締結した。 

 

◎令和 6年度協定締結団体等 
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〇連携先：公益財団法人高知県牧野記念財団 

・締結日：令和 7年 1月 15日（水） 

・内 容：植物（関連する地形・地質を含む。）に関する教育の推進、調査・研究の

実施や、ジオパークの学術研究推進及び普及活動に関すること等。 

〇連携先：高知地方気象台 

・締結日：令和 7年 3月 18日（火） 

・内 容：相互理解のための勉強会や意見交換の実施や、相互が主催する気象やジオ

パーク活動に関する情報発信などを実施すること等。 ※「締結」ではなく「覚書」

として締結 

 

〇連携先：高知県立清水高等学校 

・締結日：令和 7年 3月 25日（火） 

・内 容：ジオパーク活動や ESD（持続可能な開発のための教育）の推進のため相互

に連携し高校生の課題発見と、解決に必要な技術の習得、地域をフィールドとした学

際的な学びを実現させること等。 

6. 運営（会議の開催） 

 令和 6年 3月の社員総会において令和 6年度事業計画・収支予算が承認され、前期

アクションプランに沿った活動をしつつ、日本ジオパーク認定時の指摘事項への対応

を行った。 

 また、6月の総会では、理事、監事が再任されたが、監事 1人が一身上の都合によ

り辞任したが、3月の社員総会にて新監事として、田中嘉一氏が選任された。 

 

推進協議会会議 

日にち 会議 内容 参加者 

3/6 令和 5 年度 第 5 回理事会 R6 年度事業計画・予算について 7 

3/25 社員総会 R6 年度事業計画・予算について 32 

6/13 令和 6 年度 第 1 回理事会 
R5 年度事業報告・決算について、就業規

則等の改正、社員総会の日程について 
5 

6/27 社員総会 
R5 年度事業報告・決算について、理事の

選任について 
28 

7/8 令和 6 年度 第 2 回理事会 理事長、副理事長の選定、監事の辞任 6 

11/5 令和 6 年度 第 3 回理事会 
令和6年度上半期の活動報告、要綱等の改

正 
6 

3/10 令和 6 年度 第 4 回理事会 R7 年度事業計画・予算について 6 

3/14 令和 6 年度 第 5 回理事会

（書面） 
新監事の選任について 6 

3/25 令和 6 年度 第 2 回社員総会 
R7 年度事業計画・予算について、新監事

の選任について 
27 

 

 

7. 竜串ビジターセンターの管理運営業務の実施 



13 
 

 市から委託を受けた竜串ビジターセンターの管理について、観光案内や、アクティ

ビティの紹介、施設の維持管理や、企画展示、主催イベント「自然ふれあい行事」を

実施した。また、地域との協力活動として、「イベント協力」、「地域清掃・保全活

動」を実施した。 

 

・年間来館者数：62,972 人 

・体験アクティビティ、ジオツアー等予約件数：70件、176 人 

・館内無料体験プログラム体験数：1,370 件（スタンプ、クイズラリー、微小貝さが

し合算） 

・有料体験プログラム「regalo del mar」（レガロ デル マール）89件 

・物販の売上額：89,851 円（ヒオウギガイマグネット、ジオパークマガジン、オリジ

ナルトートバッグ） 

 
・地域協力活動 

日 内容 参加者 活動 

4/11 竜串清掃（スノーピーク、爪白周辺） 森口、谷吉 清掃 

5/20 竜串清掃（イーストパーク） 土井、猿田 清掃 

6/7 竜串清掃（竜串海岸） 猿田 清掃 

7/5 竜串清掃（桜浜） 猿田、谷吉 清掃 

7/13 桜浜一斉清掃 猿田、谷吉 清掃 

7/14 桜浜海開きイベント 公文 イベント 

8/5 竜串清掃（SATOUMI,うみのわ） 猿田 清掃 

9/9 竜串清掃（イーストパーク） 猿田、菅野 清掃 

10/15 竜串清掃（スノーピーク、爪白周辺） 土井、猿田 清掃 

11/11 竜串清掃（イーストパーク） 猿田、菅野 清掃 

12/9 竜串清掃（SATOUMI,うみのわ） 土井、猿田、谷吉 清掃 

1/10 竜串清掃（スノーピーク周辺） 猿田、染谷 清掃 

2/3 竜串清掃（桜浜、SATOUMI,うみのわ） 土井、菅野 清掃 

3/3 竜串清掃（イーストパーク） 猿田 清掃 

3/9 土佐清水市観光びらき＆奇岩フェス 
土井、猿田、菅野、

公文 
イベント 

 

・Ｒ６年度 自然ふれあい行事（ナンバーは、令和 2 年度開館時より通し） 

日 タイトル 講師等 参加者 

6/29 
第 24 回 生物多様性ってなんだろう？～桜浜で

いきものしらべ～ 

海辺の自然史研究舎 

中地 シュウ 氏 
13 

2/14 
第 25 回 自然の素材を使ってクリスマスオーナ

メントを作ろう 2024 
浅尾 佐由美 氏 16 

1/1～3 
第 26 回 SDGｓ凧揚げ 13 人 

ＳＤＧｓ展示企画  9 人 

ビジターセンター 

菅野 
22 

1/23 ～

2/17 
第 27 回 アクティブレンジャー写真展 - 2,639 

2/22 ～

3/31 

第 28 回 土佐清水のみりょく展 

（絵画、写真、短歌、俳句などの出展を募り展

示） 

 
投票総

数 106 
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3/9 
第 29 回 よさこい節で「西に竜串」と詠われた

奇岩を体験しよう！ 

三崎小こどもガイド 

5，6 年生 8 人 
9 

 

・R6 年度 企画展示の開催（計 6 回） 

期間 タイトル 

6/29～10/16 「生物多様性ってなんだろう？ ～桜浜でいきものしらべ～」展示 

10/17～10/30 「プリコラージュ」漂着物で作られたものたち」展示 

9/29～10/31 屋外にハロウィン企画「溺れた巨人」展示」 

1/1～13 「ＳＤＧｓ宣言」（ＳＤＧｓの解説パネルや本などの展示） 

1/23～2/17 アクティブレンジャー写真展 

2/22～3/31 土佐清水の魅力展 

 


